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６ 下の図のように，直線上に正方形ＡＢＣＤと長方形ＥＦＧＨがあります。この直線

上を，正方形ＡＢＣＤは動かさずに，長方形ＥＦＧＨが秒速 1cm で矢印の方向に動

くとき，2 つの図形が重なった部分をアとします。グラフは，2 つの図形が重なり始

めてからＦがＣに到達するまでの時間とアの面積の関係を表しています。次の問いに

答えなさい。

(1) ＥＦの長さを求めなさい。

(2) グラフを完成させなさい。

(3) アの面積が 160cm２になるのは，2 つの図形が重なり始めてから何秒後と何秒後で

すか。
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(1)

ＧがＣに到達するのは，重なり始めてから 20 ÷ 1 ＝ 20 秒後で，

このときの重なった部分(ア)は縦がＥＦで横が 20cm の長方形となり，

グラフから面積は 200cm ２。よって，ＥＦの長さは

200 ÷ 20 ＝ 10cm です。

(2) ＦがＢに到達するのは重なり始めてから 30 ÷ 1 ＝ 30 秒後で，

20 秒後から，30 秒後までは重なった部分(ア)の面積は 200cm ２で一定。

次に，ＦがＣに到達するのは，重なり始めてから

(30 ＋ 20)÷ 1 ＝ 50 秒後。

また，30 秒後から 50 秒後まで，重なった部分(ア)の面積は

毎秒 10 × 1 ＝ 10cm ２ 減り，50 秒後の面積は 0cm ２ となる。

よって，グラフは，上図のようになります。

(3) 1 回目は，重なり始めると重なる部分は毎秒 10 × 1 ＝ 10cm ２ 増えるので，

160 ÷ 10 ＝ 16 秒後。

2 回目は･･30 ＋(200 － 160)÷ 10 ＝ 30 ＋ 4 ＝ 34 秒後。

よって，16 秒後と 34 秒後 です。
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